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災害発生時には情報空白の時間・場所が生じる
これを埋めることで、災害対策が迅速化できるとともに、市民に避難のきっかけを与え得る

情報空白への対応の必要性

発災直後

情報無

情
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西日本集中豪雨では、危険な地域に住んでいる人も逃げなかった

避難しない人をどう避難させるか

倉敷市真備町では、様々な危険情報を発信
していた

洪水浸水想定区域と実際の浸水範囲がほぼ一致したに
もかかわらず、51名が死亡（倉敷市真備町）

出典:国土交通省「平成３０年７月豪雨災害の概要と被害の特徴」

http://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/hazard_risk/dai01kai/dai01kai_siryou2-1.pdf
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災害直後、携帯電話網は利用可能

災害時の情報通信環境（想定）

地震直後 1日後 3日後 1週間後

固定電話

• 大量アクセスによる輻輳の
ため、90%規制が実施され、
ほとんど通話できなくなる

• 需要家側の固定電話端末の
停電により約5割が通話でき
なくなる。電柱被害等に起
因する通話支障は1割以下

• 徐々に通信規制率が
緩和

• 需要家側の固定電話
端末の停電により約
5割が通話できない
まま

• 需要家側の固定電話
端末の停電により約
5割が通話できない
まま

• 需要家側の固定電話
端末の停電により約
5割が通話できない
まま

携帯電話

• 大量アクセスによる輻輳の
ため、90%規制が実施され、
ほとんど通話できなくなる

• パケット通信では規制は受
けにくいが、メールは大幅
な遅配等が発生する可能性

• 数％～約1割の基地局が停波

• 非常用電源の燃料補
充等が限定的のため、
多くの基地局で機能
停止が発生

• 主に停電の影響によ
り約5割の基地局が
停波する

• 主に停電の影響によ
り約5割の基地局が
停波している

• 主に停電の影響によ
り約5割の基地局が
停波している

出典:中央防災会議 首都直下地震対策検討ワーキンググループ「首都直下地震の被害想定と対策について（最終報告）」
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災害時、LINEのトラフィック量は急増する

災害時のLINEの利用

トラフィック量の変化

熊本地震 • 日本国内のトーク送信数が通常の約2倍に

大阪北部地震
• 発生直後の午前8時時点で、日本国内のトーク送信数が通常の約5倍に

• 午前8時～午後2時の6時間の間で、日本国内のトーク送信数が通常の約2倍に

出典:LINE社
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防災チャットボットの実装
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防災チャットボットによる情報収集

防災チャットボットによる情報収集（概要）

※ SIP4D = Shared Information Platform for Disaster Management （基盤的防災情報流通ネットワーク）
※ SOCDA = SOCial-dynamics observation and victims support Dialogue Agent platform for disaster management （防災チャットボット）

大丈夫
ですか？

NICTが開発したD-SUMM、
DISAANA技術の活用
→ 情報の集約
→ デマの判断材料を提供

災害対策本部 関係機関

その他の情報

D-SUMM・DISAANA

LINELINELINELINELINE

無事です
床上浸水
している

川が
溢れそう

2階に
避難した

車が水没
している



防災チャットボットによる情報収集

防災チャットボットによる情報収集（AIとの対話例）

火事が起きています

けが人は10人程度います

情報ありがとうございます
けが人はいますか？

位置情報を教えて下さい

xxxxxxx

よろしければ、被害状況の
写真も送って下さい

出典: 2018年12月21日に実施した神戸市におけるSIPチャットボットの実証実験結果より



収集した情報をマッピングすることで情報空白地域も明らかに

防災チャットボットによる情報収集（マッピング）

出典: 2020年1月17日に実施した神戸市におけるSIPチャットボットの実証実験結果より。

情報の集約・マッピングはNICT「D-SUMM / DISAANA」を利用



コメントのところを見ると投稿された個々の情報も見ることができる

防災チャットボットによる情報収集（マッピング）

出典: 2020年1月17日に実施した神戸市におけるSIPチャットボットの実証実験結果より。

情報の集約・マッピングはNICT「D-SUMM / DISAANA」を利用



伊勢市の集中豪雨の情報収集事例

防災チャットボットの活用事例：台風19号（伊勢市）のSOCDA利用

出典：国土交通省「SNS・AI技術を活用した住民避難・水防活動支援プロジェクト台風第19号に伴う現場実証」

2019年10月11～12日

• 9月13日から三重県及び伊勢市
での現場実証を開始しており、
その仕組みを活用した情報収集

• 利用者は三重県および伊勢市の
職員が中心

• 三重県、伊勢市、国交省（三重
河川国道事務所）で同一の地図
を利用していたことから、状況
を共有できるという効果



防災チャットボットによる情報収集

防災チャットボットによる避難支援（AIによる対話例）

位置情報の送信

避難します

ありがとうございます。あなたのいる場所は
ハザードマップ上、危険な地域です。（※）

避難しますか？

あなたの近隣で開設している避難所はこちら
になります。（リスト）

ここに逃げます

出典: 2020年8月に実施した訓練より

現在地情報を入力
（事前地点登録も可）

位置情報に基づいてハザードマップ
を確認。避難を推奨

あなたのいる地域で警報が出ています。位置
情報を教えてください

承知しました。
避難所に着いたら教えてください。

※ 住居の高度（○階など）等を登録しておくと、それに基づ
いた判断も実施可能



避難支援を行うと共に、避難した方のステータスを可視化

防災チャットボットによる避難支援（ダッシュボードで管理）

①一人ひとりの状況に合わせた避難支援を試用

②人々の避難意向/避難状況を
災害対策本部で集約・確認

一人ひとりの避難設定

危険度を考慮した
避難の提案

設定がなければ近隣の
避難所を紹介

ハザードマップなどの活用

避難情報の提供 ハザードと避難所・現在
地を合わせて地図表示

避難の状況に合わせて情報を更新

避難中

第2期SIP「国家レジリエンス(防災・減災)の強化」において、防災チャットボットSOCDAを開発中。
※SOCDA: 対話型災害情報流通基盤 SOCial-dynamics observation and victims support Dialogue Agent platform for disaster management の略。

💡リモート避難訓練とは：現在地に居ながら、災害発生時にその場所
に留まるべきか、移動を伴う避難行動を取るべきか、SOCDAと対話し

ながらスムーズな意思決定をするための訓練です。



防災チャットボットの目指すところ
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防災チャットボットによる被災者への情報提供

防災チャットボットの今後：適切な情報の提供

発災直後 応急時 復旧時

どこに逃げれば良い？

あなたの近くの避難所は○○
です。地図に出しますね おむつが足りないんだけど

○○の避難所にあるようです。
△△のお店が開いてます。

家が半壊したのだけど、ど
うしたらいいかわからない

あなたに当てはまる災害復
興支援の制度がありますよ。
○○を見てみてください。

• 避難の必要性、避難場所・経
路の提示などの情報

• デマに関する情報検証

• 物資に関する情報提供
• 避難生活に関する情報提供

• パーソナライズされた災害復
興支援制度の紹介

• 避難生活に関する情報提供

15



発災直後から、復興期まで

防災チャットボットが目指すこと

発災前
（水害、台風等）

発災直後
（特に地震）

1～数日後 1週間後以降

防災チャッ
トボット等
が行うこと

• 災害対応者に対して
警戒体制の呼びかけ

• 市民に対して、要避
難情報の発信

• 近隣避難所の案内

• 発災直後の30分（特に
初動の10分）において、
市内の被害状況をざっ
くりと把握

• 市民への避難情報の提
供

• 避難所における情報収集
（避難者の情報の整理）

• 避難所以外のところにい
る方の情報収集

• 避難者に対する情報提供

• 避難者の状況に合わ
せた災害復興支援制
度の情報提供

• 支援手続き等を
チャットボット上で
実施

得られる効
果

• 市民個々人に対して、
必要な避難情報を伝
えることができる

• 他のツールと組み合
わせてより効果的な
避難支援

• 各機関の指示を被害状
況に基づいて、迅速に
行うことができる

• 市民が被害に応じて避
難可能な場所を把握、
向かうことができる

• 避難所の避難状況をざっ
くり把握、物資等の輸送
に役立てる

• 避難者が、必要な情報を、
行政に電話で問い合わせ
ることなく入手可能（行
政窓口の手間も省ける）

• 住民に対して的確に
支援情報を届けるこ
とができる

• 行政窓口に行くこと
なく、手続きを行う
ことまで可能に（行
政窓口の手間も省け
る）



THANK YOU

17


